２００８年度　沖縄県立看護大学公開講座
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趣旨

　初交の低年齢化に伴い十代の妊娠・出産・人工妊娠中絶及び性行為感染症の増加が社会問題化しています。とくに沖縄県では十代での出産が全国で最も多く、思春期の性教育は重要だと考えます。

このような思春期の健康問題について、中学・高等学校で実際に生徒たちと接している教員、産婦人科で10代の若者の診療場面に立ち会っているスタッフ（助産師・看護師）、10代の母親に対応している保健師など、思春期の子どもたちと接する機会のある関係職者の皆さまがそれぞれの立場で話をする場所が必要だと考え、下記のような内容の公開講座を開講いたします。
対象：　中・高等学校教諭（家庭科、保健体育、養護教諭など）、医療職者（助産師、保健師、看護師など）

場所：　沖縄県立看護大学　教育管理棟2階　講義室8
内容：　第１回　平成21年2月20日（金）　18：30～20：30　
　　　　　　　　思春期の健康問題　担当（井上松代、上原いずみ）
協力（運天産婦人科理事　運天恵美子氏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　第２回　平成21年2月27日（金）　18：30～20：30　
　　　　　　　　思春期の心理社会的特徴　担当（本学 准教授 心理学関連科目担当 渡久山朝裕)

　第３回　平成21年3月 6日（金）　18：30～20：30

　　　　　　　　今後の性教育について　担当（賀数いづみ、下中壽美)
今回の公開講座は、①実際の現場で感じることや統計資料からわかる思春期の健康問題、②思春期の心理社会的特徴、③今後の性教育についての討議で進めていきます。思春期の性教育について、皆さまが日頃感じている問題点や課題について話し合ってみませんか？ 多職種の立場から叡知を結集し、今後の性教育実践を一緒に考えたいと思いますのでぜひご参加ください。

担  当  ：母性保健看護・助産学教員　玉城清子
受講料  ：2500円（３回分）
問合せ先：沖縄県立看護大学母性保健看護・助産　下中壽美、上原いずみ
　　　　　TEL：098－833－8709　Email： hisami.m@okinawa-nurs.ac.jp
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申し込み先：沖縄県立看護大学　総務課　仲井眞
TEL：098－833－8800　FAX：098－833－5133
